
（大阪府）

市 政 ル ポ 摂
せ っ つ

津市

協
働
で
つ
く
り
あ
げ
る
未
来
の
わ
が
ま
ち

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
人
間
基
礎
教
育
の
徹
底

産
業
都
市
に
誕
生
し
た 

環
境
共
生
の
新
地
区

　

大
阪
都
心
部
か
ら
北
東
側
に
わ
ず
か
10
㎞
、
大
阪

府
民
が「
母
な
る
川
」と
格
別
の
愛
着
を
持
つ
淀
川
河

畔
に
位
置
す
る
摂
津
市
は
、
面
積
14
・
87
㎢
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
市
域
に
８
万
５
０
０
０
人
以
上
の
人
口
を

擁
し
て
い
る
。

　

市
内
に
は
４
０
０
０
以
上
の
事
業
所
（
製
造
業
中

心
）
が
立
地
。
そ
れ
ら
の
事
業
所
に
は
市
内
外
か
ら

約
５
万
人
の
従
業
員
が
通
う
。
大
阪
市
や
京
都
市
方

面
へ
通
勤
す
る
市
民
も
多
い
。
毎
日
の
朝
夕
に
繰
り

返
さ
れ
る
こ
う
し
た
人
の
移
動
の
結
果
、
摂
津
市
の

昼
間
人
口
は
約
９
万
４
０
０
０
人
と
、
夜
間
人
口
を

大
き
く
上
回
る
（
昼
夜
間
人
口
比
率
１
１
３
％
は
大

阪
市
に
次
い
で
府
内
２
位「
平
成
22
年
国
勢
調
査
」）。

ま
さ
に「
北
摂
き
っ
て
の
産
業
都
市
」に
ふ
さ
わ
し
い

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
人
の
動
き
と
い
え
る
。

　

森
山
一
正
・
摂
津
市
長
は
そ
う
し
た
様
相
に
つ
い

て
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
と
も
い

え
ま
す
が
、
半
面
、
非
常
に
荒
削
り
な
土
地
柄
と
も

い
え
ま
す
な
」
と
笑
う
。
摂
津
市
は
コ
ン
パ
ク
ト
な

市
域
に
淀
川
を
は
じ
め
、
安
威
川
、
山
田
川
、
大
正

川
、
境
川
な
ど
大
小
の
河
川
が
流
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
大
小
河
川
の
存
在
は
、
大
量
の
水
を
使
用
す
る

製
造
系
事
業
所
の
集
積
（
市
域
の
用
途
指
定
地
域
の

６
割
以
上
が
工
業
系
地
域
）
を
可
能
に
し
た
要
因
の

一
つ
で
も
あ
る
が
、
幾
度
も
の
洪
水
被
害
を
摂
津
市

に
も
た
ら
し
も
し
た
。

　

市
域
中
央
部
を
東
海
道
新
幹
線
が
、
市
域
北
部
を

阪
急
京
都
本
線
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線（
京
都
線
）

（
い
ず
れ
も
京
都
〜
大
阪
間
を
結
ぶ
）が
、
そ
れ
ぞ
れ

東
西
方
向
に
貫
い
て
い
る
。
加
え
て
大
阪
モ
ノ
レ
ー

ル
が
大
阪
府
道
２
号
線（
大
阪
中
央
環
状
線
）に
沿
う

形
で
、
こ
ち
ら
は
市
域
を
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
。

　
「
大
阪
市
近
郊
で
こ
ん
な
に
交
通
至
便
な
場
所
も

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
ら
の
交
通
網
や
大
小
の
河

川
が
、
た
だ
で
さ
え
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
を
あ
ち
こ

ち
で
分
断
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
摂
津
に
は
、

４
０
０
０
も
の
事
業

所
が
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
で
す
。
狭
い

だ
け
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
土
地
柄
で
、

何
か
あ
っ
た
ら
『
み
ん
な
で
解
決
し
よ
う
や
な
い

か
』
と
い
う
雰
囲
気
が
昔
か
ら
あ
っ
た
ま
ち
な
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
市
域
が
複
雑
に
分
断
さ
れ
て
い
る

た
め
、
今
は
交
流
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
な
、
思
い
切
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
ハ
ー
ド
面
で
し
よ
う
と
思
っ
て

森
もりやま

山一
かずまさ

正
摂津市長
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も
、
ま
と
ま
っ
た
土
地
は
な
い
。
そ
れ
が
ず
っ
と
悩

み
の
種
で
し
た
」（
森
山
市
長
）

　

そ
ん
な
摂
津
市
の
北
部
に
、
ま
っ
た
く
新
し
い
都

市
核
と
し
て
平
成
22
年
春
に
誕
生
し
た
の
が
、
７
ha

弱
の
面
積
を
持
つ「
南
千
里
丘
」地
区
だ
。
同
地
区
の

主
要
部
分
は
、
長
年
に
わ
た
り
大
手
変
圧
器
メ
ー

カ
ー
（
ダ
イ
ヘ
ン
）
が
事
業
所
を
構
え
て
い
た
土
地

だ
。
同
社
が
平
成
19
年
末
に
移
転
し
た
の
に
伴
い
生

ま
れ
た
広
大
な
跡
地
と
、
周
辺
の
市
有
地
な
ど
を
合

わ
せ
て
土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
、
南
千
里
丘
地

区
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。

　
「
ダ
イ
ヘ
ン
の
周
辺
に
は
、
も
と
も
と
総
合
福
祉

会
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設（
市
有
地
）

が
集
積
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
土
地

に
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
建
て
替
え
と
再
配
置

を
行
い
、
高
層
集
合
住
宅
の
開
発
な
ど
も
組
み
合
わ

せ
て
、
ま
っ
た
く
新
た
な
ス
モ
ー
ル
シ
テ
ィ
を
建
設

し
た
わ
け
で
す
」（
森
山
市
長
）

　

し
か
も
同
地
区
の
す
ぐ
横
に
は
前
出
の
阪
急
京
都

本
線
が
通
っ
て
い
る
。
土
地
区
画
整
理
事
業
が
始
ま

る
前
か
ら
、
阪
急
は
同
地
区
に
新
駅
建
設
の
計
画
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
。
同
地
区
を
挟
ん
で
両
隣
の
南
茨

木
駅（
茨
木
市
）と
正
雀
駅（
摂
津
市
）の
間
は
約
４
㎞
。

阪
急
京
都
本
線
の
沿
線
で
最
大
の
駅
間
距
離
が
あ
る

た
め
、
中
間
点
に
新
駅
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
た
の

だ
。
そ
の
新
駅
（
＝
摂
津
市
駅
）
が
南
千
里
丘
地
区
供

用
開
始
と
同
時
に
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

南
千
里
丘
地
区
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
福
祉
・

教
育
・
文
化
・
医
療
・
健
康
」
の
ま
ち
づ
く
り
だ
。

市
民
の
福
祉
や
健
康
づ
く
り
の
拠
点
、
生
涯
学
習
な

ど
の
教
育
・
文
化
活
動
全
般
に
資
す
る
機
能
が
集
約

し
て
い
る
。

　

ま
た
摂
津
市
駅
前
に
立
地
す
る
摂
津
市
立
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設

は
も
と
よ
り
、
地
区
内
の
建
物
は
す
べ
て
緑
化
率

25
％
以
上
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
環
境
共
生
を

旨
と
し
た
非
常
に
ク
リ
ー
ン
で
整
然
た
る
街
並
み
が

特
徴
的
だ
。
阪
急
電
鉄
の
新
駅
・
摂
津
市
駅
も
歩
調

を
合
わ
せ
、
駅
に
起
因
す
る
C
O
2
排
出
量
が
実
質

ゼ
ロ
の
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
し
た
。
こ
れ
は
日
本
初
の
試
み
で
、
環
境

共
生
地
区
・
南
千
里
丘
の
象
徴
と
し
て
も
多
方
面
か

ら
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

コミュニティプラザ、保健センターなど公共施設の周囲に高層住宅が並ぶ南千里丘地区

緑化率25％以上が義務付けられている南千里丘地区

市域を南北縦断する大阪モノレール
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医
療
・
健
康
・
防
災
の 

ま
ち
づ
く
り（
千
里
丘
新
町
）

　

前
述
の
よ
う
に
南
千
里
丘
地
区
の
位
置
す
る
市
域

北
部
に
は
、
阪
急
京
都
本
線
と
並
行
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海

道
本
線
（
京
都
線
）
も
走
っ
て
い
る
。
摂
津
市
内
の
Ｊ

Ｒ
東
海
道
本
線
（
京
都
線
）
の
駅
に
は
、
阪
急
京
都
本

線
・
摂
津
市
駅
か
ら
も
近
い
千
里
丘
駅
が
あ
る
。
そ

の
千
里
丘
駅
か
ら
大
阪
市
方
面
に
向
か
っ
て
１
つ
目
の

Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅（
吹
田
市
）の
隣
接
地
に
は
、
か
つ
て
吹
田

市
・
摂
津
市
の
両
市
域
に
ま
た
が
る
旧
国
鉄「
吹
田
操

車
場
」が
あ
り
、
大
正
12
年
か
ら
昭
和
59
年
ま
で
稼
働

し
て
い
た
。
総
面
積
50‌

ha
に
も
及
ぶ
吹
田
操
車
場
は
、

わ
が
国
有
数
の
鉄
道
物
流
基
地
と
し
て
、
近
畿
地
方

の
経
済
活
動
に
不
可
欠
な
存
在
感
を
発
揮
し
続
け
た
。

　

そ
の
跡
地
の
活
用
へ
の
動
き
は
昭
和
62
年
の
国
鉄

分
割
民
営
化
後
に
活
発
化
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
を

含
め
た
紆
余
曲
折
の
末
、
平
成
19
年
に
よ
う
や
く
大

阪
府
・
吹
田
市
・
摂
津
市
・
Ｕ
Ｒ
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
・
鉄

道
機
構
の
共
同
で
「
吹
田
操
車
場
跡
地
地
区
の
整
備

に
関
す
る
基
本
協
定（
全
体
構
想
は『
緑
と
水
に
包
ま

れ
た
健
康
・
教
育
創
生
拠
点
の
創
出
』）」
を
締
結
す

る
に
至
っ
た
。

　

南
千
里
丘
地
区
誕
生
の
契
機
と
な
っ
た
「
ダ
イ
ヘ

ン
移
転
」
の
同
年
に
、
吹
田
操
車
場
跡
地
の
活
用
計

画
も
大
き
く
動
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
。
と
こ
ろ

が
都
市
計
画
決
定
告
示（
吹
田
市
、
摂
津
市
：
道
路
、

公
園
、
土
地
区
画
整
理
事
業
）が
出
た
翌
平
成
20
年
、

今
度
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
計
画
の
推
進

も
い
っ
た
ん
減
速
す
る
。
だ
が
、
平
成
21
年
に
土
地

区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
お
よ
び
施
行
規
程
の
認

可
が
告
示
さ
れ
、
再
び
軌
道
に
乗
り
始
め
た
。

　
「
土
地
区
画
整
理
事
業
の
対
象
と
な
る
操
車
場
跡

地
は
計
22‌

ha
強
で
す
。
そ
の
う
ち
摂
津
市
域
は
７
ha

強
。
ち
ょ
う
ど
南
千
里
丘
地
区
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
広

さ
に
な
り
ま
す
が
、
摂
津
市
と
吹
田
市
は
当
初
、
そ

れ
ぞ
れ
で
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
」

（
森
山
市
長
）

　

だ
が
平
成
19
年
の
前
出
・
基
本
協
定
締
結
で
、
Ｊ

Ｒ
東
海
道
本
線（
京
都
線
）に
沿
っ
た
細
長
い
形
の
計

画
地
は
「
医
療
健
康
及
び
教
育
文
化
創
生
ゾ
ー
ン
」

（
吹
田
市
域
）
を
中
核
に
「
緑
の
ふ
れ
あ
い
交
流
創
生

ゾ
ー
ン
」（
吹
田
市
域
）と「
都
市
型
居
住
ゾ
ー
ン
」（
摂

津
市
域
）
が
並
び
、
機
能
を
分
担
連
携
す
る
形
で
総

合
的
に
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
医
療
健
康
及

び
教
育
文
化
創
生
ゾ
ー
ン
」
の
目
玉
は
国
立
循
環
器

病
研
究
セ
ン
タ
ー（
平
成
30
年
度
開
業
予
定
）だ
。
吹

子育て支援、地域活性化、未来の地域リーダー育成などがテーマのイベ
ント「まるごとマーケット」（コミュニティプラザ）

市民の健康意識をはぐくむ多彩な健康イベント（健康まつり）

吹田操車場跡地で進む土地区画整理事業
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摂津市　市 政 ル ポ

（大阪府）

田
市
民
病
院
も
移
転
し
て
く
る
ほ
か
、
正
雀
下
水
処

理
場
跡
地
に
は
大
学
研
究
機
関
、
医
療
関
連
企
業
な

ど
の
進
出
用
地
を
整
備
し
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
医
工
連
携
・
産
学
連
携
の
医
療
ク

ラ
ス
タ
ー
が
形
成
さ
れ
る
。
塩
野
義
製
薬
な
ど
医
薬

品
関
連
メ
ー
カ
ー
の
あ
る
摂
津
市
と
同
様
、
医
薬
品

関
連
メ
ー
カ
ー
が
多
い
吹
田
市
の
産
業
構
造
の
特
徴

が
、
共
に
生
か
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
え
る
。

　

摂
津
市
域
に
計
画
さ
れ
る
都
市
型
居
住
ゾ
ー
ン（
計

４
ha
強
）は
す
ぐ
隣
に
防
災
公
園
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
高
い
交
通
利
便
性
と
都
市
防
災
性
を
兼
ね

備
え
た
居
住
地
区
に
な
る
。
摂
津
市
域
の
都
市
型
居

住
ゾ
ー
ン
は
、
医
療
ク
ラ
ス
タ
ー
を
中
核
と
す
る
吹

田
操
車
場
跡
地
開
発
の
一
翼
を
担
う
と
同
時
に
、「
福

祉
・
教
育
・
文
化
・
医
療
・
健
康
」関
連
の
機
能
と
居

住
地
区
を
併
せ
持
つ
「
南
千
里
丘
地
区
」
と
連
携
さ
せ

て
考
え
れ
ば
、
長
い
間
河
川
や
交
通
網
な
ど
に
市
域

を
分
断
さ
れ
て
き
た
産
業
都
市
・
摂
津
の
歴
史

に
、
都
市
と
し
て
の
ま
っ
た
く
新
し
い
方
向
性

や
可
能
性
を
付
加
す
る
、
非
常
に
画
期
的
な
ま

ち
づ
く
り
事
業
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

吹
田
操
車
場
跡
地
に
摂
津
市
が
建
設
す
る

ま
ち
の
名
称
は
「
千
里
丘
新
町
」。
取
材
時
点

（
平
成
27
年
３
月
）で
造
成
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
千

里
丘
新
町
の「
ま
ち
び
ら
き
」は
、
平
成
28
年
度
中
に

行
わ
れ
る
予
定
だ
。

す
べ
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る 

人
間
基
礎
教
育

　
「
ま
と
ま
っ
た
広
さ
の
地
区
に
新
し
い
方
向
性
の
ま

ち
を
建
設
す
る
と
い
う
念
願
は
、
南
千
里
丘
地
区
の

完
成
と
千
里
丘
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
推
進
と

で
、
と
り
あ
え
ず
実
現
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
私
は

そ
れ
以
上
に
大
切
な
の
が
、
ハ
ー
ド
と
し
て
の
ま
ち
に

魂
を
入
れ
る
ソ
フ
ト
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
ソ
フ

ト
を
生
み
出
す
心
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市

長
就
任
以
来
、
私
が
最
も
力
を
入
れ
、
市
民
に
も
職

員
に
も
常
に
訴
え
て
き
た
の
が
こ
の
心
の
問
題
で
し

た
」（
森
山
市
長
）

　

摂
津
市
は
現
在
、
第
４
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
が
、
全
国
の
総
合
計
画

と
同
様
、
摂
津
市
の
現
行
総
合
計
画
も
主
眼
は
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
置
か
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な

の
は
こ
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
理
念
に

「
思
い
や
り
の
心
、
奉
仕
の
心
、
感
謝
の
心
、
挨
拶

を
励
行
す
る
心
、
節
約
・
環
境
を
大
切
に
す
る
心
＝

５
つ
の
心
」
を
旨
と
す
る
「
人
間
基
礎
教
育
の
徹
底
」

を
掲
げ
て
い
る
こ
と
だ
。
人
間
基
礎
教
育
の
徹
底
こ

そ
森
山
市
長
が
い
う「
心
の
問
題
」追
求
の
た
め
の
基

本
理
念
な
の
だ
。

　
「
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
道
徳
理
念
（
人
間
基
礎

教
育
）を
盛
り
込
ん
で
い
る
の
は
、
全
国
で
も
摂
津
市

だ
け
だ
そ
う
で
す
。
議
員
さ
ん
な
ど
か
ら『
な
ん
で
や

ね
ん
』と
い
う
声
も
あ
っ
た
の
は
事
実
で
す（
笑
）。
し

か
し
、
私
が
市
長
に
就
任
す
る
際
の
目
標
の
１
つ
は
、

極
端
に
悪
化
し
て
い

た
財
政
状
況
を
改
善

す
る
と
い
う
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。
同
時

に
ぜ
ひ
と
も
解
決
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
た
の
が
、

大
阪
府
内
で
も
当
時

ト
ッ
プ
と
さ
れ
た
小

中
学
校
生
徒
の
不
登

校
率
の
改
善
で
し
た
。

財
政
再
建
と
心
の
問

題
の
改
善
は
、
実
は

挨拶励行は人間基礎教育のはじまり

鳥飼地区の特産品・鳥飼茄子は「伝統的なにわ野菜」の代表
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奥
底
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
財
政
再
建
も
不
登
校

率
の
減
少
も
、
心
の
問
題
の
改
善
が
伴
わ
な
け
れ
ば

あ
り
得
な
い
の
で
す
」（
森
山
市
長
）

　

人
間
基
礎
教
育
の
根
幹
を
な
す
５
つ
の
心
（
思
い

や
り
の
心
、
奉
仕
の
心
、
感
謝
の
心
、
挨
拶
を
励
行

す
る
心
、
節
約
・
環
境
を
大
切
に
す
る
心
）
は
、
要

す
る
に「
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
れ
る
人
づ
く
り
」を
促

進
す
る
た
め
の
基
本
理
念
で
あ
る
。
そ
し
て
社
会
の

ル
ー
ル
を
守
れ
る
人
づ
く
り
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
不
可
欠
な
「
公
徳

心
」
を
、
ご
く
普
通
に
持
っ
て
い
る
人
材
育
成
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

森
山
市
長
が
人
間
基
礎
教
育
の
徹
底
を
市
民
お
よ

び
教
育
現
場
に
向
け
て
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
職

員
に
向
け
て
も
徹
底
し
た
実
践
を
求
め
た
の
は
、
財

政
再
建
が
「
単
な
る
数
値
の
是
正
だ
け
で
は
成
り
立

た
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
だ
。
森
山
市
長
が
就
任
以

来
、
断
行
し
て
き
た
行
財
政
改
革
は
着
々
と
効
果
を

上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
職
員
の
心
の
底
か
ら
の
意

識
改
革
が
な
け
れ
ば
「
す
ぐ
に
油
断
し
て
元
の
木
阿

弥
に
な
る
可
能
性
が
大
」
だ
と
森
山
市
長
は
危き

ぐ惧
す

る
。
ま
た
市
政
運
営
が
健
全
で
な
け
れ
ば
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
訴
え
掛
け
に
も
、
市
民
は
容
易

に
応
え
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

人
間
基
礎
教
育
は
い
わ
ば
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
不
可
欠
な
、
官
民
の
意
識

改
革
を
も
た
ら
す
た
め
の
基
本
的
方
策
で
も
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
隅
々
に
息
づ
く 

人
間
基
礎
教
育

　

摂
津
市
で
は
人
間
基
礎
教
育
を
事
業
と
し
て
積
極

的
に
実
践
す
る
た
め
に
、
人
権
女
性

政
策
課
を
実
施
担
当
課
と
定
め
、
前

述
「
５
つ
の
心
」
の
醸
成
を
旨
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
事
業
を
行
っ

て
き
た
。

　

ま
ず
公
園
や
公
共
施
設
、
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
の
時
計
台
な
ど
に
人
間

基
礎
教
育
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
る
啓

発
看
板
を
設
置
し
、
市
庁
舎
に
は「
ま

ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ　

人
間
基
礎
教

育
」の
大
き
な
懸
垂
幕
を
垂
ら
し
た
。

　

ま
た
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
人
間
基
礎

教
育
の
広
報
マ
ン
と
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
に
、
全
職
員
の
名
札
に
「
人

間
基
礎
教
育
の
実
践
！
（
５
つ
の
心
）」
を
印
刷
し
、

管
理
職
の
名
刺
に
も
人
間
基
礎
教
育
の
文
字
を
刷

り
込
ん
だ
。

　

同
時
に
全
職
員
に
よ
る
庁
舎
出
入
口
で
の
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
を
実
施
し
、
市
役
所
が
率
先
垂
範
し
て

人
間
基
礎
教
育
の
５
つ
の
心
を
行
動
で
訴
え
た
。
こ

う
し
た
あ
い
さ
つ
運
動
の
輪
環
は
、
市
内
の
小
中
学

校
を
中
心
に
、
市
民
に
も
徐
々
に
広
が
っ
て
い
く
。

　
「
反
発
や
抵
抗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
10
年
間
以
上

続
け
る
う
ち
に
次
第
に
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

逆
に
こ
の
人
間
基
礎
教
育
に
つ
い
て
講
演
し
て
ほ

し
い
と
い
う
依
頼
が
学
校
か
ら
来
る
よ
う
に
な
っ

た
ほ
ど
で
す
」（
森
山
市
長
）

　

新
規
採
用
職
員
に
対
し
て
は
連
続
し
て
人
権
研

修
を
実
施
。
昨
年
は
人
間
基
礎
教
育
10
周
年
を
記

念
し
て
、
男
女
共
同
参
画
の
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

新幹線車両基地（鳥飼基地）がある摂津のシンボルはゼロ系新幹線（安威川
土手の新幹線公園）

今年で40回目を迎える摂津まつり（8月）

地域の自然や文化に触れながらウォーキングや健康遊具での運動を楽し
むイベント「うきうき街道」
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摂津市　市 政 ル ポ

（大阪府）

に「
人
間
基
礎
教
育
賞
」を
創
設
し
た
。
市
民
の
取
り

組
み
も
幅
を
広
げ
、
例
え
ば
小
学
校
通
学
路
で
の

セ
ー
フ
テ
ィ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
子
ど
も
の
安
全
見
守

り
隊
に
よ
る
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
積
極
的
な
声
掛
け

な
ど「
あ
い
さ
つ
を
励
行
す
る
心
」の
醸
成
に
寄
与
し

て
い
る
。

　

そ
う
し
た
直
接
的
な
動
き
と
は
別
に
、
人
間
基
礎

教
育
の
５
つ
の
心
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
波
及
し
、

裏
か
ら
支
え
て
い
る
。
例
え
ば
南
千
里
丘
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
際
し
て
実
践
さ
れ
た
、
環
境
共
生
を
旨

と
す
る
各
種
取
り
組
み
（
緑
化
率
25
％
や
摂
津
市
駅

の
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化

な
ど
）は
、
５
つ
の
心
の「
節
約
・
環
境
を
大
切
に
す

る
心
」
を
具
現
化
す
る
事
業
と
し
て
、
計
画
段
階
か

ら
強
く
意
識
さ
れ
た
取
り
組
み
だ
っ
た
。

　
「
こ
の
取
り
組
み
の
究
極
の
目
標
は
『
人
間
基
礎

教
育
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
』
を
持
っ
た
摂
津
の
若
者
た
ち
が
、

将
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
の
場
で
、
５
つ
の
心
を

立
派
に
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
昔

か
ら
人
づ
く
り
に
は
１
０
０
年
掛
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
道
な
啓
発
活
動
を
続

け
、
人
間
基
礎
教
育
の
理
念
が
摂
津
市
政
の
隅
々

に
ま
で
行
き
わ
た
り
、
大
き
く
花
開
く
よ
う
に
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
森
山
市
長
）

　

摂
津
市
は
来
年
に
市
制
施
行
50
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
が
、
派
手
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
あ
え
て
行

わ
な
い
と
い
う
。
財
政
再
建
が
順
調
に
推
移
し
て
き

た
と
は
い
え
、
昨
年
春
に
は
第
５
次
行
政
改
革
実
施

計
画
を
発
表
し
、
行
革
の
よ
り
一
層
の
徹
底
を
打
ち

出
し
た
ば
か
り
だ
。
そ
の
た
め
「
50
周
年
の
年
は
そ

の
先
に
あ
る
１
０
０
周
年
に
向
け
た
、
夢
と
希
望
に

あ
ふ
れ
た
年
に
し
た
い
」
と
い
う
の
が
森
山
市
長
の

方
針
だ
。

　

ま
た
「
節
約
・
環
境
を
大
切
に
す
る
心
」
を
中
心

に
人
間
基
礎
教
育
の
理
念
を
具
現
化
し
た
南
千
里

丘
地
区
に
続
き
、
来
年
に
は
千
里
丘
新
町
（
吹
田
操

車
場
跡
地
）の
幕
開
け（
ま
ち
び
ら
き
）を
控
え
て
い

る
。
森
山
市
長
は
平
成
30
年
ま
で
に
完
成
予
定
の

同
居
住
区
に
、「
子
育
て
支
援
は
全
国
各
地
ど
こ
で

も
や
っ
て
い
る
が
、『
人
間
基
礎
教
育
で
社
会
ル
ー

ル
を
守
れ
る
子
ど
も
を
育
て
て
く
れ
る
摂
津
市
だ

か
ら
住
み
た
い
』
と
い
う
家
族
が
、
１
組
で
も
引
っ

越
し
て
き
て
く
れ
た
ら
最
高
で
す
ね
」
と
語
る
。
今

年
度
か
ら
広
報
課
を
設
置
し
、
取
り
組
み
状
況
を

逐
次
発
信
で
き
る
体
制
も
整
っ
た
。
摂
津
市
の
人

間
基
礎
教
育
（
道
徳
理
念
）
を
基
盤
と
す
る
特
徴
的

な
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
佳
境
に

差
し
掛
か
る
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
27
年
３
月
18
日
）

1111匹の鯉のぼりが大空に舞うイベント「摂津の大空に鯉のぼりを揚げ
よう」（大正川）

市内各所の公共施設で開催される親子広場（市役所）

健康遊具も並ぶ防災公園。ベンチの下には災害時の煮炊き用
カマド設備
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